
18Minamikyushu City Public vol.72

まちの
　話題

第５回南九州市市民体育大会 開催
～総合優勝は別府チーム～

10 月 13 日、川辺諏訪運動公園陸上競技場で、「スポーツで心身の健
康増進と市民の一体化をはかろう！」のスローガンのもと、第 5 回市民体
育大会が開催されました。当日は晴天で、盛大に行うことができました。

優勝は、別府チーム。霜出チームと同得点でしたが、各種目で１位獲
得数が上回った別府チームが制しました。

　　　大会成績
【総合】　　　　　　　　【クラス別】

〇Ａクラス 
　優勝：別府
　２位：宮脇
　３位：勝目

〇Ｂクラス
　優勝：浮辺
　２位：知覧
　３位：川辺

〇Ｃクラス
　優勝：霜出
　２位：高田
　３位：松ヶ浦

優　勝：別府
準優勝：霜出
３　位：宮脇

▼中学生は講座の後、市内の保育園や幼稚園で幼児と実際にふれあう保育交
流も行いました。

9 月 24 日～ 10 月 4 日、知覧中学校２年生と薩南
工業高校生活科学科２・３年生が「子育て講座」を
受講しました。この講座は、将来親となる中高生が、
子どもとの関わり方や育児について地域の人から学
び、子育ての喜びや楽しさを知ることを目的とするも
のです。中学生は「もっと遊んでいたかった」「そば
に寄ってきてくれた」と子どもとのふれあいに自信を
持った様子でした。

次世代を育む親となるために
～子育て講座＆保育交流～

10 月８日、市政施行５周年に登場したお茶むらい
が初めての誕生日を迎え、知覧幼稚園児と知覧小学
校児童がお祝いしました。園児らからお茶むらいへ
お祝いのあいさつがあったり、テーマソングに合わせ
てダンスを踊ったり、楽しい誕生会になりました。お
茶むらいの誕生日は、茶という字を分解すると 108
になることに由来しており、108 歳は茶寿とも言わ
れています。これからもお茶むらいの活躍を期待し
ます。

▲お茶むらいは園児らからもらったメッセージカードを首に下げ、みんなでダン
スを踊りました。

10 月８日はお茶むらいの誕生日
	  ～知覧幼稚園・知覧小学校でお祝い～
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▼中山田太鼓踊りは、島津義弘の朝鮮出兵に従軍した山田の武士の「凱旋」の
様子を表現した踊りです。

10 月 19 日、川辺町中山田の竹屋神社の豊祭に、
市指定無形民俗文化財の指定されている中山田太鼓
踊りが奉納されました。４つの太鼓踊りが輪番で奉納
するため、５年ぶりの奉納となりました。８月下旬か
らほぼ毎晩練習を重ねて当日を迎え、神社前の参道
で向かい合って踊る「道楽（ミッキ）」、境内で輪になっ
ての「本踊り」を披露しました。神社での奉納後、
勝目地区の 24 か所をまわり、踊りを披露しました。

中山田太鼓踊り 奉納
～竹屋神社の豊祭～

10 月 20 日、夢・風の里アグリランドえいで第 12
回アグリランドえいポニーレースが開催され、市内外
より 30 頭のポニーが集合し草原を駆け巡りました。
途中で引き返したり落馬したりなど、最後まで分から
ないレース展開に会場は大いに盛り上がりました。
他にもしゃんしゃん馬の披露やチャレンジレース、広
場ではステージショーや出店の販売などが行われ、
多くの来場客でにぎわいました。

▲ポニーと一緒に懸命にゴールを目指す（左から）小峯文男さんと堀脇駿作
さん。

アグリランドの草原をポニーが疾走	 ～第 12回アグリランドえいポニーレース～

第20 回小京都ふるさと祭 開催
～快晴のもと、会場はお客さんでいっぱい～

▲舞台前は多くのお客さんでにぎわいました。

▲オープニングの「武者行列」。雨が降ると甲冑が濡れるため披露できないそう
です。今年は堂 と々会場内を練り歩きました。

▲加納ひろし・星桂三（写真右）歌謡ショー

10 月 27 日、第 20 回小京都ふるさと祭が知覧平和公
園自由広場で開催されました。心配されていた台風も過
ぎ去り雲一つない快晴のもと、神野美伽歌謡ショーや加
納ひろし・星桂三歌謡
ショー、〇組 ( わぐみ )
舞 踊ショーや薩 摩 剣
士隼人ヒーローショー
などで舞台は盛り上が
り、また、会場内のふ
るさと自慢市にも多く
のお客さんが集まりに
ぎわいました。

▲神野美伽歌謡ショー。迫力ある歌声で観客を魅
了しました。
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10 月 22 日、頴娃運動公園内で指宿南九州消防組
合管轄内全ての７つの幼年消防クラブが集まり、幼年
消防フェスタが開催されました。各クラブによるマー
チングやお遊戯、組み体操などの披露があり、その
後はしご車からの飴まきが行われました。幼いうちか
らの防火・防災の意識を高める意味で非常に有意義
なイベントでした。

▼川辺学習館幼年消防クラブによる演技。

▲この大会は、産業用無人ヘリコプターによる病害虫防除の効率的な作業や
安全な飛行技術の向上を図る目的で開催されています。

11 月 1 日、茨城県で開催された第 22 回全国産業
用無人ヘリコプター飛行技術競技大会へ、市農業公
社が県代表として出場しました。出場された選手は「全
国レベルの飛行技術を体験でき、農業情勢などについ
ても知見を深めることができました。今回の経験を生
かし、基幹産業である農業の振興に貢献できるよう、
また農家の負託に応えていけるよう取り組んでいきま
す」と話されました。

鹿児島県衛生自治団体連合会総会が開催され、
本年度の環境衛生改善功労者として福留順一さんが
表彰されました。福留さんは、頴娃地区衛生自治団
連合会の役員を長年にわたり務め、積極的に事業を
推進されるなど衛生自治団体の活動に尽力されまし
た。今回の表彰は、その功績が認められたものです。

▼表彰を受ける福留さん。

幼いうちからの防火・防災意識を！
～幼年消防フェスタ開催～

産業用無人ヘリコプター全国大会へ
～南九州市農業公社が健闘 ６位入賞～

環境衛生改善功労者として表彰
～福留 順一さん（頴娃町別府）～

▲生徒の横井里帆さんは、「教え方が上手で楽しかった。これからは日常で
使える手話を学んでいきたいです」と体験した感想を話してくれました。

社会福祉協議会開設の手話教室受講生３人（松田
やよいさん、下之門智美さん、角  ゆきえさん）が、
知覧中学校の生徒に手話を指導しました。これは３
年生が文化祭（11 月 1 日）で「世界に一つだけの花」
の手話歌を取り入れたいと決めたもので、指導した３
人は「教えるということは初めての経験。最初は不安
でしたが、生徒の意欲が感じられ、すごく熱心に学
んでくれて嬉しかったです」と話してくれました。

手話をとおして知覧中生徒と交流
～手話教室受講生が初めて指導～




